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本
年
１
月
12
日
の
奈
須
野
益ゆ

た
か

前
会
長
の

逝
去
（
２
月
号
既
報
）
に
伴
い
、
緊
急
に
第

４
回
理
事
会
を
２
月
13
日
に
開
催
し
、
対
応

を
協
議
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
結
果
を
ご
報

告
し
ま
す
。

新
会
長
に
佐
藤
春
光
氏
を
選
任

　
会
長
代
行
で
あ
り
ま
す
佐
藤
春
光
副
会
長

氏
を
代
表
理
事
に
選
任
し
、
さ
ら
に
次
の
体

制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
副
会
長
に
藤
井
美
雪
理
事
（
１
月
30
日

に
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
に
就

任
）
を
選
任
。

　
会
長
の
職
務
権
限
代
行
の
第
１
順
位
を
畑

中
三
岐
子
副
会
長
、
第
２
順
位
を
藤
井
美
雪

副
会
長
と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
役
員
改
選　

３
月
推
薦

　
現
在
の
役
員
（
理
事
、
監
事
）
の
任
期
が

平
成
29
年
度
定
期
総
会
（
５
月
24
日
予
定
）

で
終
了
す
る
の
で
、
平
成
27
年
度
総
会
で
確

認
さ
れ
た
「
役
員
選
考
内
規
」
に
従
っ
て
改

選
を
行
う
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
理
事
は
25
名
と
し
、
都
市
部

と
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
育
成
会
か
ら
23

名
、
通
所
事
業
所
連
協
か
ら
２
名
選
出
。

　
監
事
３
名
は
、
引
き
続
き
札
幌
近
郊
（
札

幌
、
岩
見
沢
、
深
川
）
か
ら
選
出
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
３
月
下
旬
に
役
員
推
薦

依
頼
を
し
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
総
会
で
選

任
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
活
性
化
５
提
言
ふ
ま

え
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
活
動
を
強
化

　『
活
性
化
対
策
の
検
討
報
告
』（
平
成
26
年

10
月
理
事
会
受
理
）
で
提
起
さ
れ
た
育
成
会

を
活
性
化
さ
せ
る
「
５
つ
の
方
向
」
に
沿
っ

て
、
変
化
す
る
情
勢
を
踏
ま
え
て
事
業
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
①
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
活
性
化
、
②
育

成
会
活
動
の
積
極
的
な
周
知
、
③
公
正
な
会

費
設
定
、
④
本
人
活
動
の
充
実
、
⑤
継
続
的

な
活
性
化
の
検
討
の
５
つ
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
当
時
の
活
性
化
対
策
委
員
会
の

提
言
で
し
た
が
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画

は
、
現
在
の
委
員
会
が
提
言
し
た
次
の
柱
に

沿
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑴�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
強
化
と
小
規
模

会
員
へ
の
支
援
充
実

⑵�

専
門
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
育
成
会
活
動

の
周
知
・
広
報
活
動
の
強
化

⑶
新
規
に
次
の
事
業
を
検
討

・�「
子
ど
も
た
ち
の
ア
ー
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
２

０
１
８
」
制
作

・�「
基
礎
年
金
の
学
習
会
」
の
開
催

・�「
災
害
時
対
策
」（
全
国
連
合
会
と
提
携
）

・�

全
国
大
会
関
連
事
業
（
合
理
的
配
慮
普
及

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
）
の
全
道
普
及

⑷
事
務
局
体
制
の
整
備

⑸�

育
成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
、
生
活

サ
ポ
ー
ト
協
会
事
業
と
の
つ
な
が
り
・
連

携
の
明
確
化

全
国
大
会
の
実
施
体
制
の
整
備

　
第
３
回
実
行
委
員
会
（
12
月
20
日
）
で
検

討
さ
れ
て
い
る
大
会
企
画
の
概
要
、
本
人
大

会
実
行
委
員
会
（
２
月
19
日
設
置
）
と
の
連

携
を
確
認
し
、
大
会
予
算
と
会
員
負
担
金
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
過
年
度
の
全
国
大
会
を
参
考
に
、
参
加
者

１
９
０
０
人
と
見
込
み
、
予
算
を
約
２
５
０

０
万
円
と
す
る
こ
と
、
実
行
委
員
会
に
１
０

０
万
円
拠
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

各
地
区
育
成
会
か
ら
の
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
慎
重
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
度
の
会
員
数
に
対
し
て
、
３
０
０
０
円

か
ら
10
万
円
（
札
幌
市
は
別
に
設
定
）
を
求

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
協
賛
金
や
広
告

費
の
募
集
な
ど
と
連
携
し
て
大
会
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の

参
加
を
よ
り
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

緊
急
理
事
会

役
員
体
制
整
備

新
年
度
事
業
運
営
を
協
議

２
月
13
日
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２
月
３
日

全
国
大
会
の
成
功
で
、事
業
所
活
動

活
性
化
を
　
道
通
所
連
協
役
員
会

　
道
育
成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会（
通
所
連
協
、

佐
藤
春
光
会
長
）
は
２
月
３
日
の
役
員
会
で
、
平
成

29
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
９
月
の
全
国
育
成
会
大
会
で
は
、第
３
分
科
会「
通

う
（
事
業
所
を
考
え
る
）」
を
全
国
通
所
協
議
会
の

大
会
に
も
位
置
づ
け
て
開
催
し
、
パ
ネ
ル
・
作
品
展

示
を
含
め
て
魅
力
あ
る
事
業
所
づ
く
り
の
た
め
に
企

画
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
大
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
に
協
議
会
施
設
の
参
加
費
の
一
部
助
成
を
検
討
す

る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
方
、
事
業
所
や
地
域
の
事
情
が
多
様
化
す
る
中

で
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
通
所
連
協
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
通
所
事
業
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
生
活
支
援
活
動
と
の
連
携
が
必
要
で
は

な
い
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
の
事
業
所
も
会
員
に
加

え
て
育
成
会
活
動
と
の
連
携
の
輪
を
拡
げ
ら
れ
な
い

か
、
複
数
事
業
所
を
も
つ
会
員
の
会
費
負
担
軽
減
な

ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
の
総
会
は
６
月
３
日
に
札
幌

で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
人
大
会
実
行
委
員
会
始
動

２
月
19
日

５
分
科
会
企
画
を
協
議

　
２
月
19
日
、
第
２
回
知
的
障
が
い
者
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
事
業
研
修
会
の
後
に
、
全
国
大
会
本
人
退

ん
（
北
風
の
会
・
札
幌
み
ん
な
の
会
代
表
）
を
実
行

委
員
長
に
選
任
し
、
大
会
企
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
本
人
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
大
切
に
、
仲
間
た
ち
と
つ

な
が
ろ
う
！
」。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
①
差
別
、

虐
待
の
な
い
明
る
い
社
会
へ
一
歩
踏
み
出
そ
う
！
、

②
私
た
ち
に
関
す
る
こ
と
を
決
め
る
時
は
、
必
ず
私

た
ち
を
交
え
て
決
め
る
こ
と
、
③
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
そ
う
、
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
「
恋
愛
結
婚
」
か
ら
、
や
ま
ゆ
り
園
事

件
を
討
議
す
る
「
人
生
（
い
の
ち
）
を
考
え
る
」
な

ど
の
５
つ
の
企
画
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
本
人
大
会
企
画
案
は
、
２
月
27
日
の
全
国
大
会
第

４
回
実
行
委
員
会
に
報
告
さ
れ
、
大
会
の
全
体
像
を

固
め
て
、
３
月
下
旬
に
は
開
催
要
綱
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

快
挙
！

新
篠
津
高
等
養
護
学
校
演
劇
部

「
ど
ん
ぐ
り
の
学
校
」

優
秀
賞
全
国
大
会
へ

　「
演
劇
に
は
生
徒
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

新
篠
津
高
等
養
護
学
校
に
演
劇
部
が
で
き
て
２
年

目
。
昨
年
11
月
、
特
別
支
援
学
校
と
し
て
初
め
て
北

海
道
高
校
文
化
連
盟
（
道
高
文
連
）
全
道
演
劇
大
会

に
参
加
。
優
秀
賞
と
創
作
脚
本
賞
を
受
賞
し
て
、
３

月
19
日
に
岐
阜
県
大
垣
市
で
開
か
れ
る
春
季
全
国
高

校
演
劇
研
究
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
公
演
『
ど
ん
ぐ
り
の
学
校
』
の
テ
ー
マ
は
「
障
害

の
葛
藤
と
受
容
」。宮
沢
賢
治
の『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』

を
元
に
、
…
普
通
高
校
に
行
き
た
か
っ
た
が
周
り
に

反
対
さ
れ
た
、
交
流
学
級
で
の
冷
た
い
視
線
が
苦
手

会
の
実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
北
風
の
会
、
札

幌
み
ん
な
の
会
、

旭
川
働
く
仲
間
の

会
、
伊
達
わ
か
ば

会
、
倶
知
安
よ
う

て
い
か
が
や
き

会
、
函
館
い
か
す

会
、
恵
庭
流
れ
星

会
、
ト
ゥ
モ
ロ
ー

く
し
ろ
な
ど
か

ら
、
本
人
・
支
援

者
が
約
30
人
参

加
。
三
浦
正
春
さ

だ
っ
た
…
な
ど
10
人
の

部
員
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
思
い
を
伝
え
て
、

顧
問
の
山
田
勇
気
先
生

が
脚
本
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
全
道
大
会
で
は
他
校

の
生
徒
か
ら
、「
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
セ
リ
フ
が

心
に
届
い
て
と
て
も
感

動
し
た
」「
み
ん
な
違

っ
て
〝
み
ん
な
違
っ
て

い
い
〟
と
い
う
言
葉
が

胸
に
響
く
劇
だ
っ
た
」

…
こ
ん
な
感
想
が
寄
せ
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今
後
の
予
定

○
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
第
４
回
理
事
会
３
月
10
日　

か
で
る
２
・
７

・
平
成
29
年
度
定
時
総
会
５
月
24
日　

か
で
る
２
・
７

○
道
育
成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会

・
平
成
29
年
度
総
会
６
月
３
日　

中
村
屋
旅
館

ら
れ
ま
し
た
。
上
演
後
、他
校
の
生
徒
と
話
す
姿
に
、

顧
問
の
山
田
先
生
は
、「
垣
根
が
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
参
加
記
念
公
演
は
３
月
11
日
、
ポ
ル
ト

ホ
ー
ル
（
札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
22
丁
目
）
で
開

催
。
２
回
公
演
（
13
時
、
16
時
）。
入
場
料
は
無
料

で
す
。（
朝
日
デ
ジ
タ
ル
：
２
月
14
日
一
部
引
用
）

親
子
関
係
再
構
築
支
援
に
家
裁
関
与

児
童
福
祉
法
改
正
案
上
程

２
月

　
２
０
１
５
年
度
の
児
相
対
応
の
件
数
が
10
万
件
を

超
え
る
な
ど
、
児
童
虐
待
の
深
刻
な
状
況
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
月
の
通
常
国
会
に
、
家
庭
裁
判
所

の
関
わ
り
を
強
め
て
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
を
強
化

す
る
児
童
福
祉
法
改
正
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
案
で
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
児
童
福
祉
法
第

27
条
の
施
設
入
所（
親
子
分
離
）の
審
判
に
際
し
て
、

虐
待
事
実
だ
け
で
な
く
親
子
関
係
再
構
築
の
指
導
状

況
も
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
、都
道
府
県
知
事
に「
指

導
を
継
続
す
る
勧
告
」
が
で
き
る
規
定
が
新
設
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、「
職
権
に
よ
る
一
時
保
護
」
が
２
か

月
を
超
え
長
期
化
す
る
場
合
に
、
家
裁
の
「
許
可
」

を
必
要
と
す
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
改
正
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
で
、
児
童
へ
の
自

立
支
援
の
一
環
と
し
て
、「
家
庭
で
の
養
育
」「
保
護

者
へ
の
支
援
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

改
正
で
す
。（
図
：
朝
日
デ
ジ
タ
ル
引
用
）

優
生
保
護
法
下
の

不
妊
手
術
は
憲
法
違
反

２
月
22
日

日
弁
連
意
見
書

　
日
本
弁
護
士
会
連
合
会
（
日
弁
連
）
は
、
１
９
９

６
（
平
成
８
）
年
ま
で
あ
っ
た
優
生
保
護
法
で
、
障

害
な
ど
を
理
由
に
行
わ
れ
た
不
妊
や
中
絶
な
ど
の
手

術
は
、
自
ら
の
意
思
で
出
産
や
子
育
て
を
決
め
る
と

い
う
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
幸
福
追
求
権
を
侵
害
し
て

い
た
と
指
摘
し
、
手
術
を
受
け
た
人
た
ち
に
速
や
か

な
謝
罪
と
補
償
す
る
こ
と
や
当
時
の
資
料
を
保
存
し

た
上
で
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
優
生
保
護
法
は
、
優
生
学
上
の
見
地
か
ら
不
良
な

子
孫
の
出
生
を
防
止
し
、
母
体
の
健
康
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
に
優
生
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶
・
受
胎
調

節
の
実
地
指
導
な
ど
を
規
定
し
た
法
律
。
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
に
施
行
さ
れ
、
１
９
９
６
年
に
優
生

思
想
に
基
づ
く
部
分
を
削
除
し
て
「
母
体
保
護
法
」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
施
行
下
の
48
年
間
に
、

精
神
障
害
や
知
的
障
が
い
、
遺
伝
性
疾
患
な
ど
を
理

由
と
し
て
、
本
人
の
同
意
が
な
い
不
妊
手
術
は
お
よ

そ
１
万
６
０
０
０
人
、
同
意
を
受
け
た
手
術
も
５
万

人
余
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
そ
の
後
、
障
が
い
者
差
別
と
な

っ
て
い
る
優
生
思
想
に
基
づ
く
部
分
を
削
除
し
、
法

が
改
正
・
改
題
さ
れ
た
と
し
、
当
時
は
合
法
的
な
行

為
だ
っ
た
の
で
謝
罪
や
補
償
は
し
な
い
と
い
っ
て
い

ま
す
。

　
同
じ
よ
う
な
手
術
が
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
人
権
上
の
問
題
を
認
め
て
謝
罪
や
補
償

を
し
て
い
ま
す
。

第
17
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

選
手
団
50
名
派
遣

　
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
本
年
10
月

28
日
か
ら
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
２
月
７
日

に
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
総
勢
50
名
の
北
海
道
選

手
団
を
決
定
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
肢
体
・
視
覚
・
聴

覚
障
害
23
名
、
知
的
障
害
27
名
、
合
計
50
名
で
す
。

こ
れ
か
ら
意
向
確
認
や
辞
退
者
の
代
替
の
調
整
の

後
、
５
月
に
北
海
道
知
事
の
正
式
決
定
を
経
て
、
10

月
の
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
選
考
と
は
別
に
政
令
指
定
都
市
札
幌

も
独
自
に
選
手
団
を
選
任
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
が
割
り
当
て
た
派
遣
選
手
の
割
り
当
て
は
、
北
海

道
79
名
、
札
幌
市
42
名
で
し
た
。
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